
・堰柱照明が明るすぎて魚の遡上に影響があるのでは？

・全体照明が明るすぎて自動車通行に支障がある。

  河口水門の照明設備について

　 １．魚類の明るさに対する考察

       魚の遡上と照度の関係について明確にされたものはほとんどないため、文献等に　　

　 記載されている明るさ等について次のとおり整理しました。
  項　　　　目          考　　　　　　　　　　　　　　　　　　察

明るい所を好む アユ、ヌマチチブ、カワヨシノボリ、オイカワ、ウグイ、シマヨシノ

（昼行性に近い） ボリ、メダカ

・アユは日の出（360Lux）と日の入りに活発に行動する。
・ヌマチチブは30,000～55,000Luxの時が活動のピ－クであった。
・カワヨシノボリは40,000～60,000Luxの時が活動のピ－クであった。
・ウグイは10～300Lux程度が良好。（15:00～21:00が活発）

暗い所を好む シラスウナギ、ドンコ、ナマズ

（夜行性に近い） ・シラスウナギは日没後の満潮時の遡上が多い。

どちらでも良い コイ、ヨシノボリ、ハゲギギ、マハゼ、テナガエビ

・マハゼは夏は昼間、冬は夜間に活動。

　 ２．照明設備の現状

     海岸側照明

       管理者    国土交通省

       使用電球  ナショナルハロゲン球

       　　　　　Ｊ２００Ｖ、１０００Ｗ

       設置個数　右岸４灯、左岸４灯　計８灯

       問題点    関係町内会から水門照明がまぶしくて運転の支障となるとのご指摘があ　
　　　　　　　 り、現地調査した結果、角度により著しく支障があることを確認しました。

     堰柱照明

       管理者    国土交通省

       使用電球  ＭＵＬＴＩ－ＭＥＴＡＬランプ

                 Ｍ７００／ＢＵＨ　ＥＹＥ（７００Ｗの電球）

       最大能力　３００Ｖ　１０００Ｗ
       設置個数　川側、海側　計１８灯

       問題点    関係漁協から水門照明により海面が明るすぎて魚類やモクズガニなどの　

　　　　　　　 水生生物の遡上に影響があるのではとのご指摘があり、文献資料等を確　　

　　　　　 　認しましたが、影響についての明確な情報は得られませんでした。



     管理橋照明
       管理者    岡山市

       設置個数　道路照明として管理橋沿いに４箇所

       問題点    特になし。

　 ３．照明設備の見直しについて

　   　現水門に付設してある照明設備は、夜間における平常時、洪水時の水門操作（巡視　
　 　による安全の確認（人と舟）、潮の差込の目視確認を行い閉操作）に必要な照度を確　

　 　保するために設置しており、その目的から今後ともその機能は確保すべき設備です。

    　 しかし、通行車両への支障軽減や魚類等の遡上への影響に配慮し、改善策（堰柱照　

　 　明の電球の交換、カメラの感度アップと伴わせた全体照明の減少等）を検討し、実施　

　 　します。        












